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1.国の「第五次子どもの読書活動の推進に関する
基本的な計画」の基本的方針

•「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年制定）
に基づき，5年ごとに策定

•現行の計画は，令和5年3月に閣議決定

⇒令和5年度～令和9年度

⇒今後の学校図書館，子どもの読書活動推進の方向性を示す
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• 4つの基本的方針

①不読率の低減

・就学前からの読み聞かせ等の促進

・入学時等の学校図書館のオリエンテーション等の充実

・不読率が高い状態の続く高校生：探究的な学習活動等での

図書館等の活用促進

・大人を含めた読書計画の策定等
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公益社団法人全国学校図書館協議会調べ



②多様な子どもたちの読書機会の確保

・障害のある子ども，日本語指導を必要とする子ども等，多

様な子どもの可能性を引き出すための読書環境を整備

③デジタル社会に対応した読書環境の整備

・社会のデジタル化，GIGAスクール構想等の進展等を踏ま

え，言語能力や情報活用能力を育むとともに，緊急時等を

含む多様な状況における図書への継続的なアクセスを可能

とするために，図書館及び学校図書館等のDXを進める
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④子どもの視点に立った読書活動の推進

・子どもが主体的に読書活動を行えるよう，子どもの意見聴

取の機会を確保し，取組に反映させる
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2.多様な子どもたちの読書機会の確保に向けて

②多様な子どもたちの読書機会の確保

・障害のある子ども，日本語指導を必要とする子ども等，多

様な子どもの可能性を引き出すための読書環境を整備
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『令和8年度障害者
白書』，2025年



文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童
生徒に関する調査結果(令和4年)」，2022年



限局性学習症
（SLD）

自閉スペクト
ラム症（ASD）

知的障害

注意欠如・多動症
（ADHD）

主な発達障害

＊限局性学習症＝学習障害（LD）。ディスレクシア（発
達性読み書き障害）を含む



出典：（公財）日本障害者リハビリテーション協会のリーフレット



文部科学省「令和５年度 日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果について」

・日本語指導を必要とする外国籍の児童生徒の状況



•法律等の整備の進展

2016年4月 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）施行

→すべての公立学校に「合理的な配慮」提供義務

2016年11月 文部科学省「学校図書館ガイドライン」通知

→「発達障害を含む障害のある児童生徒や日本語能力に応じた支援を必

要とする児童生徒の自立や社会参画に向けた主体的な取組を支援す

る観点から，児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた様々な形態

の図書館資料を充実するよう努めることが望ましい。例えば，点字

図書，音声図書，拡大文字図書，ＬＬブック，マルチメディアデイ

ジー図書，外国語による図書，読書補助具，拡大読書器，電子図書

等の整備も有効である。」
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2019年1月 改正「著作権法」施行

→すべての学校図書館・公共図書館において，視覚障害者等

のために音声化，電子化等の複製と公衆送信が著作権者に

無許諾で可能（第37条第3項）

2019年6月 「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」

（読書バリアフリー法）施行

→「障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通

じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会

の実現に寄与することを目的」

→学校図書館も施策対象
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【参考】

市販の書籍・電子書籍

•バリアフリー資料

特定書籍・特定電子書籍
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※特定書籍・特定電子書籍：著作権法第37条第1項～第3項規
定にもとづき，図書館等で視覚障害者等のために複製した書
籍・電子書籍のこと。視覚障害者等のために公衆送信も可能。

→図書館等で視覚障害者等のために複製された点字図書，拡大
写本，音声DAISY，マルチメディアDAISYなどのこと
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視覚障害
聴覚障害
肢体障害
精神障害
知的障害
内部障害

発達障害
学習障害
いわゆる「寝たきり」の状態
一過性の障害
入院患者
その他図書館が認めた障害

※「障害者手帳」の有無は問わない

日本図書館協会・全国学校図書館協議会ほか「図書館の障害者サービスにおける著作権法第37条第
3項に基づく著作物の複製等に関するガイドライン」（2019年11月一部改定）

【参考】 視覚障害者等＝障害により視覚による表現の認識が困難な者



2020年7月 国の「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本

的な計画」（読書バリアフリー基本計画）策定（2025年

4月からは第二期計画に移行）

→学校図書館も施策対象

2021年3月 鳥取県の「視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関す

る計画」（読書バリアフリー計画）策定（2026年3月に改

訂）



2024年7月 改正「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等

の普及の促進等に関する法律」（教科書バリアフリー法）

施行

→日本語指導が必要な外国籍等の児童にも，教科用特定図書

等（拡大教科書，音声教材等）の使用が可能に

2025年3月 鳥取県の「子どもの読書活動推進ビジョン（第5次計

画）」策定

→方策として「特別な配慮を必要とする子どもへの支援」を

明示

2025年6月 「手話に関する施策の推進に関する法律」（手話施策推進

法）施行



2026年3月 文部科学省「図書館・学校図書館の運営の充実

に関する有識者会議」報告書『図書館が拓く未

来の学びと地域社会』公表

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01613.ht
ml

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01613.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01613.html


【報告書の骨子】

１．地域の「ハブ」、学校の「中心」を担う図書館を目指して

‣学びの深化を担い、一人一人の「好き」を育み「得意」を伸ばす居

心地の良い学校の「中心」へ

2．全ての人に開かれた図書館サービスの構築に向けた方策

‣ユニバーサルアクセスの実現に向けて

‣対話と活動による地域の連携・協働の一層の推進

‣図書館・学校図書館を支える人材の充実

３．図書館・学校図書館に係る制度・基準の見直し

‣「学校図書館図書標準」「学校図書館ガイドライン」等の改正の検

討



•多様な子どもの可能性を引き出す読書環境づくりのポイント

（1）多様なニーズに配慮した資料等の整備

（2）多様なニーズに配慮したサービスや活動の実施

（3）館内サイン等の改善

（4）校内外の協力・連携
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（1）多様なニーズに配慮した資料等の整備

【参考】文部科学省「学校図書館ガイドライン」
（2016年11月通知）

「発達障害を含む障害のある児童生徒や日本語能力に応じた支
援を必要とする児童生徒の自立や社会参画に向けた主体的な取
組を支援する観点から，児童生徒一人一人の教育的ニーズに応
じた様々な形態の図書館資料を充実するよう努めることが望ま
しい。例えば，点字図書，音声図書，拡大文字図書，ＬＬブッ
ク，マルチメディアデイジー図書，外国語による図書，読書補
助具，拡大読書器，電子図書等の整備も有効である。」
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① 読書補助具の整備

ex）リーディングトラッカー（写真）など
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書見台



② バリアフリー資料の整備

ex）音声資料，大活字本，LLブック，マルチメディアDAISY など

26出典：講談社青い鳥文庫ウェブサイト



出典：大垣勲男・野口武悟監修『魚屋の仕事：光司さんの1日（仕事に行ってきます
⑧）』埼玉福祉会出版部，2020年

LLブック

※主に知的障害
のある児童生徒
や外国にルーツ
のある日本語指
導が必要な児童
生徒などに向け
て，やさしい日
本語で読みやす
く作られた本。
本文の意味理解
を助けるために
ピクトグラムが
添えられている
作品が多い。
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出典：日本障害者リハビリテーション協会のウェブサイト
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マルチメディア
DAISY

※ディスレクシアや
知的障害の児童生徒
に適している。
※CDでは（公財）
伊藤忠記念財団が学
校・図書館向けに無
償寄贈している。



※「デイジー子どもゆめ文庫」（日本障害者リハビリテーション協会）
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出典：国立国会図書館のウェブサイト

※「視覚障害者等用データ送信サービス」（国会図書館）からも入手
可能
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学校でも広がり始めた電子書籍サービスの活用も有効

‣拡大や音声読み上げ可能なコンテンツもあり

【公立学校における電子書籍サービスの全国的な導入率】

 ［2024年度］ ［2020年度］

‣すべての学校に導入している自治体：6.7％ ← 0.5％

‣一部の学校に導入している自治体 ：7.6％ ← 1.5％

※まだ少数にとどまるが，増加傾向
（文部科学省「令和6年度子供の読書活動の推進等に関する調査研究」，2025年）
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学校段階別の電子書籍サービス導入率（令和6年度）



多言語電子絵本





「やさしい日本語」による情報提供も有効

阿部治子・加藤佳代・新居みどり
編著
『図書館員のための「やさしい日
本語」 (JLA Booklet 15) 』
（日本図書館協会，2023年11
月）



「やさしい朝日新聞」

https://yasashii.asahi.com

→「やさしい日本語」で書かれたニュースサイト
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※QRコードでデジタルコンテンツにアクセスできるようにする図書館も

（出典：東京学芸大学「先生
のための授業に役立つ学校図
書館活用データベース」）



【学校図書館におけるバリアフリー資料整備の現状】
（文部科学省「令和2年度学校図書館の現状に関する調査」より）



•これらのバリアフリー資料は商業出版・流通がまだ少なく，購
入して収集可能なものが限られている

→公立図書館等との連携によるシェアが重要
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【学校図書館と公立図書館との連携状況】

（文部科学省「令和2年度学校図書館の現状に関する調査」）

【学校図書館におけるバリアフリー資料の取り寄せ実施状況】

‣小・中・高校等の学校図書館：4.7％

‣特別支援学校の学校図書館：12.0％
（文科省委託「学校図書館等における読書バリアフリーコンソーシアム」2022年度調査）

公共図書館との連
携

うち、資料の貸借

小学校 86.0％ 95.6％

中学校 65.4％ 88.7％

高等学校 54.5％ 91.7％

特別支援学校
（小学部）

41.6％ 83.2％



・「りんごの棚」づく
りのススメ

※「りんごプロジェクト」

https://peraichi.com/landing
_pages/view/ringoprogectboo
k

https://peraichi.com/landing_pages/view/ringoprogectbook
https://peraichi.com/landing_pages/view/ringoprogectbook
https://peraichi.com/landing_pages/view/ringoprogectbook


•「りんごの棚」とは

→いまから30年ほど前に北欧のスウェーデンでうまれた

取り組みで，次のようなねらいがある

（1）バリアフリー資料等への認識・理解を広める

（2）バリアフリー資料等を書架に埋もれさせない

（3）バリアフリー資料等を利用しやすくする



世界図書館情報会議(WLIC)2010年
イェーテボリィ
スウェーデン国立録音点字図書館
(TPB)
ジェニー・ニルソン(Jenny Nilsson)

【シンボルマーク使用上の注意
事項】
・非営利であること
・教育目的の使用であること
・改変しないこと



•「りんごの棚」づくりの事例：K小学校（神戸市）

‣2024年2月 野口が訪問して，図書委員会で子どもたちに

バリアフリー資料や「りんごの棚」について講話

‣2024年3月 図書委員の子どもたちも一緒になって「りん

ごの棚」づくり

→所蔵する資料

→文字・活字文化推進機構から体験セットも借用
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（公財）文字・活
字文化推進機構が
2023年12月よりバ
リアフリー資料の
セットを学校図書
館等に無償で貸出
す事業をスタート





（2）多様なニーズに配慮したサービスや活動の実施

→読書活動や図書館利用における合理的な配慮の提供

ex）貸出期間・冊数の延長，代読（対面朗読）（下の写真）の

実施，多感覚を使った読書活動（次の写真） など

※保護者・ボランティア人材の協力を得ることも有効
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〔多感覚を使った読書活動〕

→ものに触れる

→香りを添えて

→手話とともに

→手遊びや歌と一緒に

→多言語で
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【参考】東京都立多摩図書館編『特別支援学校での読み聞かせ
～都立多摩図書館の実践から～ 増訂版』（2024年3月）



（3）館内サイン等の改善

→文字の大きさ，文字のフォント，色づかい，表現，ピクトグラムなど

ex）ピクトグラム（絵記号）の併用

‣JIS規格のピクトグラムは「共用品推進機構」のウェブサイトからダウンロード可能

https://www.kyoyohin.org/ja/research/japan/jis_t0103.php

‣NDCのピクトグラムは「キハラ」のウェブサイトから利用可能

https://www.kihara-lib.co.jp/yomimono/2019/12/23/94843
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（4）校内外の協力・連携

•校内体制づくり

→校内の特別支援組織との情報共有、協力

→教職員研修での「読書バリアフリー」に関する教職員研修

→PTAと連携した保護者向け講演会の実施

※館長＝校長のリーダーシップ

•校外との連携

→公立図書館，学校図書館等との連携

※市立盲特別支援学校の図書館は，他校にも支援

→社会福祉協議会，ボランティアグループ等との連携
51



【読書バリアフリーに関する情報を掲載するウェブサイト】

文部科学省委託「学校図書館等における読書バリア
フリーコンソーシアム」（東京大学）

文部科学省委託「読書バリアフリーコンソーシ
アムテクノロジーハブ」（筑波技術大学）

https://accessreading.org/conso https://www.i.tsukuba-tech.ac.jp/techhub

https://accessreading.org/conso
https://www.i.tsukuba-tech.ac.jp/techhub
https://www.i.tsukuba-tech.ac.jp/techhub
https://www.i.tsukuba-tech.ac.jp/techhub


3.おわりに

•「IFLA・ユネスコ学校図書館宣言2025」

→「幼児教育，初等教育，中等教育におけるラーニングコ
モンズとしての学校図書館の環境，資源，学習者ごとの
ニーズや能力に応じた指導を受ける機会への公平なアクセ
スは，年齢，人種，性別，宗教，性的指向や性自認，障害，
国籍，言語，職業的・経済的・文化的・社会的地位にかか
わらず，保障されていなければならない。通常の図書館
サービスや資料を利用できない人々に対しては，特別なア
クセス手段が提供されなければならない。」
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•取り組みを進めるために

→無理なくできることから1つずつ

‣持続可能性を担保するためには，計画的，組織的に取り

組むことが大切

→公立図書館等をはじめ，地域のさまざまな機関，ボラン

ティア等の人々との連携・協力が重要
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【参考文献】

野口武悟編著『学校の「読書
バリアフリー」はじめの一
歩：学校図書館10の事例』
（学事出版、2024年12月）



ご清聴ありがとうございました
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